
界・地 つつつけつつける
・ るがが社 へのへの るる社会会会会貢献 る会会会会会貢献 が

・ 情報を適切に活用できる
・ ・ 世界・地域の課題を見つける
・ ・ 社会貢献への意欲がある

・
・
・ すすする力力して目標を達成する力力 目標を達成成すする

・ 相手と真剣に話す
・ 
・ 相手のことを認める
・ ・ 自分の考えを伝える
・ ・ 協力して目標を達成する

・・・・相手と真剣に す相手と真剣に話す
・・・ 分の目標を持つ

・・自分分ががやる 自分分でやでやる

・ 自分のことを知る
・ 自分の目標を持つ
・ 自分がやる，自分でやる
・ 自分をコントロールする
・ 昨日の自分より前進する

・・・・・自分のことを知る自分のことを知る
・・・自分の目標を持つ自分の目標を持つ
分がやる，自分でややる自分がやる，自分でやる

・・・自分分をコントロールルすするる自分をコントロールする
・・・ すすする昨日日ののの 分よ分よ分よ分分よ分よりり前りりり 進進す分よ すする日日の自分より前進 る昨 自分より前進進進す昨昨 す進するる昨日昨日日のの自の自の自の自自自分よ分よ分よ分よ分よ分より前前り前り前り前り前進す進す進

充実の進路サポート KomatsushimaKomatsushima
Tokushima Prefectural

Komatsushima
High School 

2022
学校案内

小松島南中生徒授業 生徒授業

小松島中生徒授業
鳴門教育大学出張講義

生徒授業準備

探究成果発表会



※３年の※印の科目においては２年からの継続履修である。

令和４年度　 入学生カリキュラム（授業編成表）予定 （　　）内は単位数

硬式野球部 ソフトボール部

サッカー部 剣道部

ソフトテニス部

バレーボール部

バスケットボール部 ライフル射撃部

硬式テニス部

体操部

バドミントン部卓球部

陸上競技部

茶道部 箏曲部小松島歴史クラブ

写真部

書道部

美術・創画部

吹奏楽部

JRC部

科学研究同好会

放送・演劇部

人権部

文芸部

授　
　
　
　

業　
　
　
　

時　
　
　
　

数

課程制課全日制校 校校学校等学等高等等高松島高県立小松小小県徳島県徳 ]][[[全[徳島県立小松島高等学校 [全日全県立小松島高等学校 [全日制課程県島県立小松島高等学校 [全日制課程]]県立小松島高等学校 [全日制課程小小 等学学松島高等学校 [全日全県立小松島高等学校 [全日制課程校徳島県立小松島高等学校 [全日制課程小小立小松島高等学校 [全全高等学校 [全日制課高等島高島高 程程徳島県立小松島高等島 全全全全日日松島松島高等学校校徳徳島県立小松島高等学校 [全日制徳 小松島高等学校 [全日制課程高徳島県立小松島高等学校 [全日制制学校徳島県立小松島高等学校 [全日制課程]徳島県立小松島高等学校 [全日制課程]徳島県立小松島高等学校 [全日制課程]
  ●  スクール・ミッション

  ●  スクール・ポリシー

自分の物語をつづっていくキャリア・パスポート「未来手帳」や，生徒が教師役となる「生徒授業」，
「松原育樹ボランティア」など，生徒主体の活動をとおして，地域の経済活動や社会生活を豊か
にする実践力を育成します。

【育成をめざす資質・能力に関する方針】〈このような力を育てます〉
①　自分のことを知り，よりよい自分を形成しようとする，自分とむきあう力を育成します。
②　社会の人との関わりの中で，人を認め，人と協力し合える，人とむきあう力を育成します。
③　世界を知り，課題を見つけ，解決へ導こうとする，世界とむきあう力を育成します。

【教育課程に関する方針】〈このような教育活動を行います〉
①　すべての教科で探究的な活動を取り入れています。
②　「未来手帳 (キャリア・パスポート）」を活用し，一人一人の夢の実現を図ります。
③　部活動や育樹ボランティア活動など，生徒主体の活動を充実させます。
④　多様な進路目標の実現に対応できるカリキュラムを設定しています。

【入学者の受入れに関する方針】〈このような生徒を待っています〉
①　小松島高校でチャレンジしようとする生徒を募集します。
②　コミュニケーション，そして周りの人々を大切にできる生徒を募集します。
③　自らの成長や夢の実現をとおして，社会への貢献を考える生徒を募集します。

普  通  科

横須海岸

平成30年度卒業生　小原颯斗

１　年 ２　年 ３　年
共　通

保健⑴ 保健⑴
保健⑴

総合探究⑴
ＨＲ活動⑴

総合探究⑴
ＨＲ活動⑴

文　系 理　系 文　系 理　系
学　年
コース

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

現代の国語⑵

音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰ
⑵から１科目

地理探究・日本史探究・
世界史探究⑵から１科目

数Ｂ・芸Ⅱ・フードデザイン
・スポⅡ⑵から１科目

物理基礎・地学基礎⑵
から１科目化学基礎⑵

生物基礎⑵

論理表現Ⅰ⑵

家庭基礎⑵ 情報Ⅰ⑵

総合探究⑴
ＨＲ活動⑴

総合探究⑴
ＨＲ活動⑴

総合探究⑴
ＨＲ活動⑴

情報Ⅰ⑵

言語文化⑵

地理総合⑵

論理国語⑵

古典探究⑵

公共⑵

論理国語⑵

数学Ⅲ⑸

古典探究⑵

数学Ｃ⑵

論理表現Ⅱ⑵

地歴演習(設)・政治経済⑵
から１科目

数学Ｂ⑵ 政治経済⑵

物理・生物⑵から１科目

化学⑵

体育⑵

論理表現Ⅱ⑵

数学Ⅱ⑸

歴史総合⑵

数学Ａ⑵

公共⑵

地学基礎⑵

体育⑵

数学Ⅰ⑶

体育⑶

文学国語⑶

古典探究⑶

国語演習(設)・芸術文化(設)・
英語読解(設)・保育基礎⑵から１科目

※数学Ｃ・芸術Ⅲ・フードデザイン
・スポⅡ⑵から１科目

科学と人間生活⑵又は生物演習⑴・化学
演習⑴又は生物演習⑴・地学演習⑴

※地理探究・日本史探究・
世界史探究⑶から１科目

論理国語⑶

古典探究⑶

数学Ⅰ・Ⅱplus⑶

体育⑶
体育⑶

論理表現Ⅲ⑶

論理表現Ⅱ⑶

数学Ⅱ⑷

英語
コミュニケーションⅡ⑷ 英語

コミュニケーションⅡ⑷

※物理・生物⑷から１科目

化学⑷

英語
コミュニケーションⅢ⑷ 英語

コミュニケーションⅢ⑷

英語
コミュニケーションⅠ⑶



年間行事＆部活動

硬式野球部 ソフトボール部

サッカー部 剣道部

ソフトテニス部

バレーボール部

バスケットボール部 ライフル射撃部

硬式テニス部

体操部

バドミントン部卓球部

陸上競技部

茶道部 箏曲部小松島歴史クラブ

写真部

書道部

美術・創画部

吹奏楽部

JRC部

科学研究同好会

放送・演劇部

人権部

文芸部

徳島県立小松島高等学校 [全日制課程]

地域のために
貢献します !

横須海岸横須海岸横須海岸

平成30年度卒業生　小原颯斗平成30年度卒業生　小原颯斗平成30年度卒業生　小原颯斗



硬式野球部硬式野球部 ソフトボール部ソフトボール部ソフトボール部

サッカー部サッカー部サッカー部 剣道部剣道部剣道部

硬式野球部

ソフトテニス部ソフトテニス部ソフトテニス部

バレーボール部バレーボール部バレーボール部

バスケットボール部バスケットボール部バスケットボール部 ライフル射撃部ライフル射撃部ライフル射撃部

硬式テニス部硬式テニス部

体操部体操部体操部

硬式テニス部

バドミントン部バドミントン部バドミントン部卓球部卓球部卓球部

陸上競技部陸上競技部陸上競技部

茶道部茶道部茶道部 箏曲部箏曲部箏曲部小松島歴史クラブ小松島歴史クラブ小松島歴史クラブ

写真部写真部写真部

書道部書道部書道部

美術・創画部美術・創画部美術・創画部

吹奏楽部吹奏楽部吹奏楽部

JRC部JRC部JRC部

科学研究同好会科学研究同好会科学研究同好会

放送・演劇部放送・演劇部放送・演劇部

人権部人権部人権部

文芸部文芸部文芸部

徳島県立小松島高等学校 [全日制課程]

横須海岸

平成30年度卒業生　小原颯斗



・ 
・ 

・ 
・ 

進路 Future Course

卒業生の
進路先
2020年

充実充実の進路サポート進路サポート充実の進路サポート

　１・２年生希望者を対象に，英数国を，3年生
は進路希望に応じた補習を早朝に行っています。

　進路講演会，説明会，個別大学の説明会を
校内で実施しています。

　他者との対話を通じて自分を
発見するワーク。発発発

進学先 (過去５年間)

主な就職先 (最近３か年)

松高セミナー・早朝補習

講演会グループワーク

進路ガイダンス

Komatsushima

小松島南中生徒授業 生徒授業

小松島中生徒授業
鳴門教育大学出張講義

生徒授業準備

探究成果発表会



・ 
・ 

・ 
・ 

松高でつくる自分の物語

学校生活 School Life

充実の進路サポート Komatsushima

小松島南中生徒授業小松島南中生徒授業小松島南中生徒授業 生徒授業生徒授業生徒授業

小松島中生徒授業小松島中生徒授業小松島中生徒授業
鳴門教育大学出張講義鳴門教育大学出張講義鳴門教育大学出張講義

生徒授業準備生徒授業準備生徒授業準備

１週間の
ハイライトとして
振り返りを記入

学校行事や自分の
予定の記入
見通しをたてる

毎日の検温記入　
生活習慣と
学習時間の記入

活用している生徒の声

自分たちで問いを立て，テーマを設定し，探究します。
生徒授業を通して探究成果のアウトプットを行います。

自分の高校生活の物語をつづる未来手帳

探究成果発表会探究成果発表会探究成果発表会


